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エゴノキプロジェクト実行委員会が第５回「三井ゴールデン匠
賞」において三井ゴールデン匠賞及びオーディエンス賞を受賞 

  

森林文化アカデミーでは、平成２４年に和傘職人や森林ボランティアらと協力して「エゴノキ

プロジェクト」を立ち上げ、和傘の材料であるエゴノキの確保や人材育成の支援を行っていると

ころです。 

このたび、三井広報委員会が主催する第５回「三井ゴールデン匠賞」において、エゴノキプロジ

ェクト実行委員会が三井ゴールデン匠賞及びオーディエンス賞を受賞し、贈賞式が１月３０日（木）

に東京都内にて開催されましたのでお知らせします。 

 

１ 受賞内容 

 応募タイトル：全国から職人や関係者が集い、森づくりから取り組む和傘の維持継承 

 工芸品種類：岐阜和傘 

 

２ 贈賞式 

日 時：令和７年１月３０日（木） １５時３０分～１７時３０分 

場 所：ＳＭＢＣホール（東京都千代田区丸の内１－３－２ 三井住友銀行東館ライジング・

スクエア３Ｆ）  

  出席者：エゴノキプロジェクト実行委員会 代表 長屋
な が や

 一男
か ず お

氏（傘ロクロ職人） 

エゴノキプロジェクト実行委員会 委員／森林文化アカデミー 教授 久津輪
く つ わ

 雅
まさし

 

 

 

 

 

○三井ゴールデン匠賞の概要 

・２０１５年創設 

・日本の伝統工芸の持続・発展に真摯に取り組む個人・団体を表彰 

・入選者２０組を対象に厳正なる本審査を実施し、５組の三井ゴールデン匠賞の受賞者を決定 

・オーディエンス賞は、この５組の受賞者のうち、インターネットや展示会場での一般の方から

の投票により決定 



３ 贈賞式の様子 

＜当日写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（右）エゴノキプロジェクト実行委員会委員/森林文化アカデミー        

 教授 久津輪 雅 

（中）エゴノキプロジェクト実行委員会 代表 長屋 一男 氏 

（左）三井広報委員会 委員長 伊藤
いとう

 文彦
ふみひこ

 氏 

 

 

 

 

 

 

＜受賞者コメント＞  （エゴノキプロジェクト実行委員会 代表 長屋一男氏） 

 

この度は栄誉ある三井ゴールデン匠賞を賜りまして誠に感激しております。エゴノキプ

ロジェクト実行委員会を代表し、厚く御礼申し上げます。 

材料を供給していただいた材木屋さんが亡くなり、一時は廃業を考えておりました。しか

し、ただひとり残った傘ロクロの職人である私が仕事を手放したら、日本中の和傘の生産が

止まってしまいます。そこで周りの優秀な方々にプロジェクトを立ち上げていただき、今も

何とか和傘づくりを続けられています。 

和傘を続けるためには大変な時代もありました。周りの人に本当に助けていただき、これ

まで 50年間、ひとりになってから 20年近くの間、製造を続けていられます。さらに、この

活動の中で後継者が見つかり、修行していただいております。傘ロクロに注目し、光を当て

ていただき、本当に嬉しく思っています。 

和傘が 100 年先の未来に繋がりますように、一生懸命頑張って仕事を続けていくつもり

です。 

 

 （写真、受賞者コメント提供：三井広報委員会） 



 

【参考】 

◆「エゴノキプロジェクト」の概要 

・和傘の傘骨をつなぐ部品「傘ロクロ」は、全国で岐阜県の木工所１軒だけで作られている。

原材料であるエゴノキを供給してきた林業家が 2012年に亡くなり、日本中の和傘生産が

途絶えかねない危機に陥った。 

・その状況の中で岐阜県美濃市にエゴノキが密集して育つ森を見つけ出し、岐阜をはじめ

全国の和傘職人、森林ボランティア、岐阜県森林文化アカデミーの教員・学生らが集まり

「エゴノキプロジェクト」を始動。和傘愛好家、老舗和傘店、歌舞伎の小道具会社などの

参加者も加わる。一つの工芸の維持継承のために川上から川下までの関係者がボランテ

ィアで結集する、他に類をみない活動を続けている。 

［出典］三井広報委員会/三井ゴールデン匠賞ホームページ 

 

＊エゴノキプロジェクトの活動内容については、エゴノキプロジェクトのホームページをご

参照ください。http://egonoki-project.com/ 

 

◆三井広報委員会の概要 

・三井グループ企業 24社で構成され、“人を大切にし、多様な個性と価値を尊重することで

社会を豊かにする”という理念のもと、様々な文化活動および広報活動を行う組織。 

・活動を通じ、国際交流や地域社会の活性化に貢献するとともに、社会の繁栄と福祉に寄与

し、三井グループのより一層のイメージ向上を目指している。 

 

＜会員会社一覧＞ 

三機工業/新日本空調/三井住友建設/サッポロビール/東レ/王子ホールディングス/デンカ

/三井化学/日本製鋼所/三井金属/東洋エンジニアリング/三井 E&S/商船三井/三井物産/三

越伊勢丹ホールディングス/三井住友海上/三井住友銀行/三井住友ファイナンス＆リース/

ＪＡ三井リ－ス/大樹生命/三井住友信託銀行/三井不動産/三井倉庫ホールディングス/エ

ームサービス 

 

＜主な活動＞  

・ 「三井ゴールデン匠賞」の主催 

・ 「三井ゴールデン・グラブ賞」の提供 

・ 「三井ゴールデン・グラブ野球教室」の開催  

 

＊三井広報委員会/三井ゴールデン匠賞については、下記ホームページをご参照ください。 

  https://mgt.mitsuipr.com/ 

 

 

http://egonoki-project.com/
https://mgt.mitsuipr.com/

